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 学生の活躍や、取り組みなど

をご存知でしたら広報課までお

寄せください。 

 Monthly Reportで紹介する

他、報道機関にも旬な話題を提

供して参ります。 

 本誌へのご意見・ご質問等が

ありましたら広報課までご一報

ください。         

仙台大学 広報課                       

直通  0224‐55‐1802       

Email kouhou@sendai-u.ac.jp 

Vol.189 / 2022 . JAN 

（月1回発行） 

 SPORTS  FOR  ALL ～ スポーツは健康な人のためだけでなく、すべての人に ～ 
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・中村優花がスノーボードクロスで北京
2022冬季オリンピック大会の日本代表に選
出!! 

1 

・北京2022冬季オリンピック 女子スノー

ボードクロス代表の中村優花選手を激励 

・第16回スポーツシンポジウムを開催  
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・仙台大学川平キャンパスの完成に向けて

第二期工事の安全を祈願した地鎮祭を挙行

～川平地区再整備事業～ 

・高大接続7年間一貫教育について 
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・男子ハンドボール部の伊藤峻が琉球コラ

ソンのトライアウトに合格／創部以来初の

トップリーガー誕生へ 

・柔道場（第3体育館）の畳がリニューアル 
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・楽天生命パーク宮城の施設見学会を実施 5 

・芝草通信 NO．33 6
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・「高校スポーツの安全を守る」Vol.45 7 

Monthly Report 

Monthly Report 

中村優花がスノーボードクロスで北京2022冬季オ
リンピック大会の日本代表に選出!! 

 全日本スキー連盟は1月19日（水）、スノーボードクロスの北京2022
冬季オリンピック大会日本代表内定選手を発表し、本学スキー部の中
村優花（体育3年）が選出されました。 
 
 中村選手は昨年世界選手権で活躍の最中に左膝の前十字靱帯と半月
板断裂という大ケガを負いましたが、必死のリハビリに取り組み出場
を勝ち取りました。 
＜中村優花 選手 コメント＞ 
・ケガからの復帰を振り返って 
 リハビリ期間は楽しくないし、競技が怖くてオリンピックは諦めよ
うと思っていましたが、学内にあるアスレティックトレーニングルー
ムでのリハビリや、周囲の方のサポートのお陰で気持ちを立て直すこ
とができました。 
・オリンピック出場への意気込み 
 楽しんでくることを目標に、オリンピックの場に行けることに感謝
して最高の経験にします。 
  
プロフィール 
中村 優花（体育3年）なかむら ゆうか 
青森北高校出身。 19年8月マウント・ホッサム（オーストラリア）で
開催されたオーストラリア・ニュージーランドカップ（ANC）2戦で6
位。12月オーストリア・ピッツタールで開催されたジュニアレースで
優勝。2018年～全日本学生スキー連盟強化指定選手、SBX / SAJ強化指
定選手 
 
スノーボードクロス競技 
国際スキー連盟のスキー競技の一つで、旗門、カーブ、うねり、ジャ
ンプなどが設けられた約1kmのコースを複数の選手が同時に滑り順位を
競う。時速80キロで滑走、接触や転倒で順位が入れ替わり、一瞬も気
が抜けないハードな競技。 
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第16回スポーツシンポジウムを開催  
 

 1月18日（火）、本学LC棟を会場に「第16回スポーツシンポジ

ウム」（仙台市・河北新報社・仙台大学）を開催しました。 

 主催者を代表して朴澤泰治理事長が、スポーツシンポジウム

のこれまでの経緯や本学における2020東京オリンピックベラ

ルーシ新体操競技チームのホストタウン招致活動、運動栄養学

科の選手村での支援活動紹介を話題とし、開会の挨拶をしまし

た。 

 今回のシンポジウムは「2020東京オリンピック・パラリン

ピックを振り返る」をテーマとして、オリンピック・自転車男

子ロードレースに出場した増田成幸氏（宇都宮ブリッツェン所

属）、パラリンピック・バドミントン競技銀メダリストの鈴木

亜弥子氏（元七十七銀行）、柔道競技日本代表チームアナリス

トの川戸湧也氏（本学現代武道学科講師）をパネリストに、ス

ポーツライターの生島淳氏をコーディネータ―に迎え実施されました。東京オリンピック・パラリンピックの一年

延期や、新型コロナ禍での開催など、様々な困難を乗り越え競技に臨んだオリンピアン、パラリンピアン、アナリ

ストが、それぞれの立場から活発な意見交換を行いました。 

 今回のシンポジウムでは、新型コロナ感染拡大防止の観点から観客席を設けず、Web配信することで多くの皆様

に聴講していただく機会としました。 

 当日の様子は、本学HP（https://www.sendaidaigaku.jp/）からご覧になることが出来ますので、是非ご覧くだ

さい。 

 

北京2022冬季オリンピック 女子スノーボードクロス代表の中村優花選手を激励 
 

 

 

 

 

 

 

 

                         ※撮影時のみマスクを外しています。 

 

 1月28日（金）、2月4日に開幕する北京2022冬季オリンピックの女子スノーボードクロスに出場する中村優花選

手（体育3年）の激励会が開催されました。 

 激励会は新型コロナウイルスへの感染予防の観点から、オンラインとのハイブリットで開催され、中村選手や学

生、教職員はオンラインで参加、主会場となったLC棟では朴澤泰治理事長、髙橋仁学長、八巻芳信同窓会長、井上

望講師（スキー部監督）が参加しました。 

 この日21歳の誕生日を迎えた中村選手は「今、ここにいるのも大学のサポートがあったからこそ。オリンピック

に出場することはとても貴重な経験になると思うので、その時できる自分の滑りを精一杯発揮したい」と初のオリ

ンピックに臨む意気込みを力強く語りました。 

 髙橋学長は「世界中のトップアスリートが出場する大会で最高のパフォーマンスを披露してください」と中村選

手を激励しました。その後、学生・教職員からの寄せ書きとともに花束や激励金が贈られました。 

 なお、中村選手は2月9日（水）の女子スノーボードクロスと2月12日（土）混合団体スノーボードクロスに出場

します。 

 応援よろしくお願いします。 

代表挨拶を行う朴澤泰治理事長（左） 



3 Monthly Report Vol.189 / 2022 JAN 

仙台大学川平キャンパスの完成に向けて第二期工事の安全を祈願した地鎮祭を挙

行～川平地区再整備事業～ 
 

 本学園が進める仙台市川平地区再整備事業の第二期工事の開始にあたり、12月28日（火）に朴澤理事長はじめ学

園関係者が出席し地鎮祭を挙行しました。本学からも髙橋学長、松本副学長、渡邊事務局長等が参列して第二期工

事の安全を祈願しました。 

 既に完了した第一期工事では附属明成高等学校の新校舎と法人本部、仙台大学の仙台サテライト拠点（川平キャ

ンパス）の一部が建設されました。今回の第二期工事では、連絡橋、高校・大学共用の体育館、そして川平キャン

パスの研究棟(仮称・川平KМCH)を整備するもので、令和4年度の年内完成を予定しています。  

初寄稿シリーズ 

高大接続7年間一貫教育について 
講師 真木 瑛（2021年4月 着任） 

 

 本年度より仙台大学に着任いたしました真木瑛（まき あきら）です。私は仙台大

学の運動栄養学科を卒業後、4年間新助手として勤務させていただきました。その間

に管理栄養士免許を取得するとともに、仙台大学大学院を修了しました。その後

は、給食会社や管理栄養士養成校、短期大学の栄養士養成校での勤務を経て、今年

度7年ぶりに母校で務めています。 

 現在は、仙台大学附属明成高校との高大接続事業を担当しており、調理科・食文

化創志科に在籍する生徒へ集団給食に関する実習に携わっています。具体的には、

集団給食を実施するために厨房内の整備、厨房を使用する際の使用方法や衛生管理

方法の作成、生徒へのレクチャー、仙台大学附属明成高校男子バスケットボール部

選手のトレーニング状況に応じた給与栄養目標量の設定、その基準に応じた献立を

作成し、調理科の生徒が調理・提供するなどを行っています。 

 今後は、仙台大学附属明成高校から仙台大学へ進学し、7年間一貫教育などを通し

て栄養士・管理栄養士やスポーツ現場で活躍する人材育成に貢献していきたいと考えています。 

 今後ともご指導の程よろしくお願い申し上げます。 

 

 

給食の運営についての事前講義の様子  厨房オリエンテーションの様子  
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柔道場（第3体育館）の畳がリニューアル 
 

 同窓会と保護者会からのご支援により本学柔道場（第3体育館2階）

の畳がリニューアルされました。 

 リニューアル後、初の部活動は1月4日（火）に本学柔道部と札幌日

大高校、土浦日大高校による合同練習が行われました。 

 本学の部員たちは「全くすべらなくなった」、「国際基準の畳で練

習できることで、より意識が高まります」など、新しくなった畳の使

い心地を確かめつつ、高校生と一緒に汗を流しました。 

 なお、これまで使用していた畳は、NPO法人を介して他国で有効に活

用すると共に、仙台大学附属明成高校との高大接続事業で活用してい

きます。  

男子ハンドボール部の伊藤峻が琉球コラソンのトライアウトに合格／創部以来初

のトップリーガー誕生へ 
 

 男子ハンドボール部の伊藤峻（体育４年）が昨年11月に行わ

れた日本ハンドボールリーグ所属、琉球コラソンのトライアウ

トに合格しました。 

 伊藤は、身長178㎝とハンドボールのゴールキーパーとしては

大きな方ではありませんが、積極果敢なゴールキーピングが持

ち味の東北を代表するゴールキーパーです。 

  

 今後、正式な契約を経て、男子ハンドボール部創部以来、初

の国内トップリーガーが誕生します。  

 

プロフィール 

伊藤 峻（体育4年）いとう しゅん 

ポジション： ゴールキーパー 

利き腕  ： 右 

身長・体重： 178㎝／95㎏ 

出身地  ： 宮城県仙台市 

出身高校 ： 宮城県立利府高等学校  



5 Monthly Report Vol.189 / 2022 JAN 

楽天生命パーク宮城の施設見学会を実施 
 

 12月5日（日）、楽天生命パーク宮城において「スポーツ施設管理概

論」及び「スポーツターフ管理概論」の授業の一環として施設見学会が

行われ、学生20人が参加しました。 

 この授業は、スポーツ施設管理の法的規制や基本事項を学ぶととも

に、県内にあるスポーツ施設の見学を通して知識修得を促進するもので

あり、仙台大学と楽天野球団との間で締結したアカデミックパートナー

シップの一環として、楽天生命パーク宮城の見学会は6回目の開催となり

ました。 

 株式会社楽天野球団 管理部 ボールパーク開発グループマネージャー 

山縣大介氏に球団経営や会社の経営理念、SDGｓの13番目の気候変動につ

いての解説、安全管理体制等に関する講義を受け、株式会社ワタラグ

リーンのグリーンキーパー東海林弘樹氏に管理機械の解説を管理機械倉庫にて説明していただきました。その

後、球場や管理施設を見学し、天然芝生・クレイグラウンド整備の機械や、グラウンドの天然芝生の生育状態を

確認しました。 

 参加した学生からは「天然芝生を間近で観察し、理解が深まった」、「特に普段見ることが出来ない芝生の管

理やサブエアーシステム（芝生の床に暖房した空気を送風したり雨水を吸引したりするシステム）を学ぶことが

できたことは大変貴重な体験でした」との声があがっていました。 

 

 

映像を見ながらの講義 維持管理機械の説明 

天然芝生観察 
天然芝生剥ぎ取り実施 
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芝草通信 NO．33 
  

担当：体育施設管理ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 小島 文雄 

施設管理課 労務職員 八卷 良宏 

 

噴水回り高麗芝生（暖地型芝生）に混入した白クローバー（white clover）駆除の状況NO３ 
 

 2回にわたって、白クローバー駆除について施工方法と1か月後の状態をお伝えしました。今回は追加散布した1

か月後の完全に駆除できた状態をお知らせします。前回は除草剤の効果が効いて完全に枯死した部分とのこりの６

０％くらいの部分が緑色の葉先が残り、効果が見られなかった部分がありました。除草剤の適正濃度は幅広く対象

植物によっても変わります。またその時の気象状況や土壌状況にもよりますので、少しずつ濃度や散布量を調整し

ながら繰り返し散布することは理にかなった方法です。一気に高濃度や散布量が多すぎると本来残存してほしい芝

草にまで影響が強すぎて成長が阻害されてしまいます。 
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写真 1．近景、3体前 

40％くらいの部分に茶褐色になって効果が効いてる事が

見られる。（散布1か月後） 

写真 2．近景、3体前 

完全に枯死した状況で効果が効いてる事が見られる。

（追加散布 １か月後） 

写真 3．接写、3体前 

全体がこげ茶色となり葉先が縮小して茎の太さも半分くらいに細くなり、効果

が良く効いてる部分と葉先が縮小してしなやかになっているが、緑色の茎葉が

残っていて、効果が効いてない部分がある。（散布1か月後） 
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 （1月24日 記） 
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「高校スポーツの安全を守る」Vol.45 

 助手 浅野 勝成  

 

新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願い致します。先日、ＡＴとの共同授業で「ＡＴとＳ

＆Ｃの役割」という授業を仙台大明成高校スポーツ創志科1年生に向けて行いました。具体的には、ＡＴやＳ＆Ｃ

の仕事内容、活躍しているフィールド、資格取得のために必要な学問などの紹介を行いました。その際に私が仙台

大明成高校の高校生アスリートを対象に展開しているＳ＆Ｃの目的を紹介しました。 

一つ目は傷害リスクの減少です。傷害予防や怪我予防ではなく、傷害リスクの減少としています。この理由とし

て、全てのケガの予防は出来ないのが事実としてあります。スポーツに取り組んでいる以上、軽度の打撲や捻挫な

どの軽いケガすらも経験したことがないという人を聞いたことがありません。トレーニングを積んで強い身体を作

り上げたとしても、ケガするときはケガをします。しかしながら、適切な量と強度のトレーニング（＋競技練習）

を継続していけば、筋腱や骨が丈夫になったり、各関節に余計なストレスをかけることのない質の高い動作が出来

るようになったりします。その恩恵として、ケガの程度を下げれたり、ケガからの回復を早められたり、さらには

ケガをしにくくなったりします。全てのケガを予防することは難しいですが、リスクを下げられる可能性が高くな

ります。 

二つ目は身体能力の向上です。身体能力とは、筋力、瞬発力、柔軟性、そして持久力などの体力要素のことを指

します。体力という言葉は持久力的な意味合いが強いため、身体能力という言葉を用いています。また、注意すべ

き点として“競技力の向上”ではありません。例えば、バスケット選手がスクワットをしたからと言ってスリーポ

イントシュートが上手くなるわけではありません。この場合、スクワットで得られた下肢筋力や胴体部の安定性の

向上が、より遠くからシュートを放てる土台を作っただけであって、その土台を基にシュート練習に励まないこと

には上手くなりません。身体能力は競技力の一部でしかないため、トレーニングだけで競技力向上に“直接的”に

繋がるわけではありません。あくまで間接的にです。 ちなみに、各部活動のニーズを基に身体能力のどの要素を

優先的に鍛えていくかを明確にすることが重要です。ウエイトだけ愚直に行っていれば良いという訳ではないで

す。『Ｓ＆Ｃ≠ウエイト』であり、『Ｓ＆Ｃ＝ウエイトを含めた複合的なトレーニング』で身体能力の向上を達成

していきます。 

上記のことを含めて、高校生にＳ＆Ｃの仕事について紹介しました。その後のフィードバックを見てみると、

「トレーニングの目的が理解できて良かった」や「Ｓ＆Ｃのトレーニングに興味がある」といったコメントがいく

つか見れたので良かったかと思います。 

写真 4．接写，3体前 

葉も茎も完全に枯死した状態になっている。（追加散布 １か月後） 


